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赤穂大石神社のホームページより掲載

赤穂大石神社赤穂大石神社

　兵庫県赤穂市にある赤穂大石神社は「忠臣蔵」で知られる大石良雄ら四十七士の赤
穂浪士を祀る神社です。討ち入りまで耐え忍んだことから「大願成就」「心願成就」
にご利益があるとされます。
　1868年（明治元年）、明治天皇が赤穂浪士の墓のある泉岳寺に勅使を派遣し、これ
を弔って以降、赤穂城内に神社を作ろうとする動きが起き、大正時代に社が創建され
ました。境内の入り口には赤穂浪士の石像が立ち並んでおり、 大石邸長屋門や庭園を
はじめ、義士ゆかりの武具や書画などを展示する義士宝物殿や義士史料館などが併設
されています。
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　滋賀県電気工事工業組合副理事長の任期を頂いて
今年５期10年を終わろうとしております。本組合に
は青年部（昭和57年６月）設立からお世話になり、
第４代の青年部部会長２期４年を務めさせて頂きま
した。その後八幡支部から平成13年に理事を、平成
15年に支部長を仰せつかり５期10年務めさせて頂き
ました。そして平成25年に副理事長に就任し今日に
至ったのであります。副理事長として５期10年。ひ
たすらにがむしゃらに組合の為に走ってきました。
そんな日々の中、昨年の秋、鹿野理事長から「江川
君、長年交流がある福島県電気工事工業組合に表敬
訪問をしよう。」と声を掛けて頂きました。
　福島県電気工事工業組合には、2011年の東日本大
震災において福島県下の我ら同業者達が酷い被害に
見舞われている事に対し義援金を送り、その後も５
年に渡り寄贈をいたしました。その後福島県電気工
事工業組合からも支援に対するお礼のため滋賀県電
気工事工業組合に理事長以下副理事長・事務局長等
に来て頂き、深い絆が生まれておりました。
　そのような経緯があり、福島県電気工事工業組合

視察研修及び交流会を昨年の秋・紅葉も深まるシー
ズンに２泊３日の工程で実施させて頂いたのです。
伊丹空港の早朝のフライトに乗り、福島空港到着後
タクシーで２時間弱移動し、県庁所在地の福島市に
到着しました。福島駅近くの立派な福島県電気工事
工業組合事務所を訪問し、２階の会議室において組
合の説明や独自でされている事業等の説明・意見交
換や、今年度開催予定の東北七県電気工事組合連合
会主管での「第35回　電気工事業全国大会」が福島
県の地で開催される話を伺い、一昨年の「第34回　
電気工事業全国大会（関西・滋賀　びわ湖大会）」
での話を交えながら楽しく有意義な時間を過ごさせ
て頂きました。
　当日の宿は近くの穴原温泉・吉川屋にて福島県電
気工事工業組合理事長以下多くの皆様と夕食を頂
き、楽しいひとときをともにさせて頂きました。温
泉が素晴らしい旅館でした。
　今思い返せば、福島県電気工事工業組合の方たち
との暖かい交流、雄大な磐梯山の紅葉・不動沢橋か
らの絶景・曲がったネギで頂く宿場町のお蕎麦・猪
苗代湖に若松城等々、福島県でのかけがえのない素
晴らしい思い出がたくさんできました。
これからも組合の事を含め、何事にも全力で駆け続
けたい思いでいっぱいです。

  7 1 歳までの組合とのあゆみ7 1 歳までの組合とのあゆみ

●　　　 ● 71歳までの組合とのあゆみ
●　　　 ● 令和５年度 各府県賀詞交歓会
●          ● ニューリーダー紹介
●          ● 電気工事店のみなさまへのお願い
●          ● 我が町 亀岡の紹介
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　大阪府電気工事工業組合、大阪府電気工事技術協
会共催による年賀交歓会が１月13日（金）17時30分
より「スイスホテル南海大阪」にてコロナ感染対策
を考慮し、着席形式にて開催し、来賓及び組合員総
勢150名の関係者にご参加を頂きました。
　冒頭、髙津副理事長より「日頃の御礼と２年後に
迫った『大阪・関西万博』の会場整備が本格化して
参ります。また脱炭素社会の実現に向けた需要やＳ
ＤＧｓを意識した商品提案などの需要も
拡大すると思われます。この需要をしっ
かり仕事に取り入れる様に努力して参り
ますので、是非、関係団体の皆様やメー
カーの皆様のご支援をお願いします。」
と挨拶がありました。
　また、経済産業省　中部近畿産業保安
監督部　近畿支部　電力安全課長　山口
伸吾様より「『大阪・関西万博』が開催
されます。このような国際イベントを支
えるのは、『安心・安全』なエネルギー
インフラがあってこそであり、電気工
事、電気保安を担う皆様方のご活躍が期
待されます。」とご挨拶を頂きました。
　更に来賓として「関西電力送配電㈱　
大阪北電力本部　電力本部長代理　坂
本真一様」「大阪府電設資材卸業協同組
合　理事長　守谷承弘様」「パナソニッ
ク㈱　エレクトリックワークス社　近
畿電材営業部　営業部長　平岡勇様」よ
りそれぞれご挨拶を頂きました。

　その後、賛助会員のご紹介を行い、続いて「鏡開
き」のあと「（一財）大阪府消防防災協会　理事長
　西野正則様」により乾杯のご発声を頂き懇親会を
スタートいたしました。
　コロナ感染に注意頂きながら歓談頂き、最後に14
支部の支部長が登壇し、「大阪締め」を高橋副理事
長の音頭で約２時間の年賀交歓会を終了いたしまし
た。

大　阪

●組合行事（各府県賀詞交歓会）

年賀交歓会の様子年賀交歓会の様子

髙津副理事長挨拶 経済産業省 中部近畿産業保安監督部
近畿支部 電力安全課長 山口伸吾様

（一財） 大阪府消防防災協会　理事長 西野正則様による乾杯のご発声

令 和 ５ 年 　 年 賀 交 歓 会
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　去る１月10日（火）令和５年京都府電気工事工業
組合の新年賀詞交歓会がホテルグランヴィア京都
「竹取の間」にて、来賓・関係者あわせ95名が参集
して午後３時から開催されました。
　昨年は新型コロナウイルス感染症対策の為、縮小
開催となりましたが、対策を行いながら本年は通常
開催とし、新年を祝して、来賓22名、賛助会員16名、
組合関係57名の計95名が出席しました。
　植田理事長の挨拶で開会し、来賓としてご臨席頂
きました京都府知事西脇隆俊様、京都市長門川大作
様、京都府中小企業団体中央会専務理事小山哲史
様、関西電力送配電㈱京都支社電力本部部長濱田陽
一様、京都府議会議員小巻實司様、同じく京都府議
会議員二之湯真士様、京都市会議員平山貴大様より
祝辞を頂戴し、森川副理事長の乾杯発声で祝宴に入
りました。
　参加者は和やかな雰囲気の中で交流を深め、門野
副理事長の閉会の挨拶で散会となりました。
　最後に、未だ新型コロナウイルス感染症が広がる
中、ご来賓の皆様、賛助会員の皆様、また、組合関
係の皆様のご出席を頂き、無事開催出来ました事に
御礼申し上げます。

京　都

組合行事（各府県賀詞交歓会）●  

植田理事長 挨拶

京都市長 門川様 ご祝辞

関西電力送配電㈱京都支社
電力本部部長 濱田様 ご祝辞

京都府議会議員
二之湯様 ご祝辞

森川副理事長の乾杯

京都府知事 西脇様 ご祝辞

京都府中小企業団体中央会
専務理事 小山様 ご祝辞

京都府議会議員
小巻様 ご祝辞

京都市会議員
平山様 ご祝辞

門野副理事長の閉会の挨拶

新年賀詞交歓会様子

新年賀詞交歓会様子新年賀詞交歓会様子

令和５年新年賀詞交歓会　関係者95名が懇談
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　令和５年１月30日（月）16時より奈良ロイヤルホテル『朱雀の間』に
て新年役員・地区長合同会議が、枡田副理事長の司会により開催されま
した。
　先ず福本理事長、引き続き水野総務委員長、宮原技術委員長、奈良電
気安全サービス高田調査センター　西尾センター長が新年の挨拶を行い
ました。
　その後、議題の第１号から第３号まで慎重に審議され、全ての議題が
承認され17時15分に会議が終了しました。
　17時30分より『鳳凰の間』で新型コロナウイルス感染症のため中止を
していました祝賀会を３年ぶりにご来賓をお迎えして開催しました。
　理事長挨拶の後、ご来賓のご紹介があり、ご来賓を代表して奈良県中
小企業団体中央会　中西専務理事、関西電力送配電㈱　奈良支社　米田
電力本部長よりご祝辞をいただきました。祝電披露の後、（一財）関西電
気保安協会　奈良支店　中尾支店長の乾杯のご発声により祝賀会の開宴
となりました。
　和やかなひと時を過ごし19時30分に閉宴となりました。

●組合行事（各府県賀詞交歓会）

奈　良

奈良県中小企業団体中央会
中西専務理事

関西電力送配電㈱ 奈良支社
米田電力本部長

（一財） 関西電気保安協会
中尾支店長 乾杯のご発声

福 本 理 事 長  挨 拶

合 同 会 議 の 様 子

懇親会の様子懇親会の様子

令和５年 新年役員・地区長合同会議・懇親会
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　令和５年の新年を迎えるにあたり、２年ぶりに『新
春賀詞交歓会』がびわ湖大津プリンスホテルにて１
月20日（金）に開催されました。当日は新春賀詞交
歓会の前にコンベンションホール２階の一室におい
て、15時00分より鹿野理事長をはじめ24名の役員、
２名の事務局、１名の調査センター長の出席のもと
当組合の第５回理事会が開催されました。最初に鹿
野理事長から新年の挨拶があり、組合の総務委員会、
技術委員会、事業委員会等の各議題について慎重に
討議されました。追って、（職）滋賀県電気工事技術
協会の理事会が開催され、16時15分に終了いたしま
した。
　引き続き、18時より『新春賀詞交歓会』がコンベ
ンションホール２階において盛大に開催されました。

『新春賀詞交歓会』では、江川副理
事長の開会のことばに始まり鹿野理
事長から年頭の挨拶がありました。
挨拶後、各界からのご来賓の皆様に
対し、ご臨席のお礼を述べられまし
た。
　その後、滋賀県　防災危機管理監
　藤田喜世隆様、滋賀県議会　議長
　岩佐弘明様、関西電力送配電㈱　
滋賀支社電力本部長　岡本年秀様よ
り各々ご祝辞を頂戴し、国会議員・
市長・町長・来賓の皆様方の鏡開き
から家森茂樹（一社）滋賀県防火保
安協会連合会会長の乾杯のご発声に

より懇親会へと移っていきました。そして、総勢
174名による今年の『新春賀詞交歓会』は滋賀電設
資材卸業協同組合　理事長中堀敏信様の中締め、藤
本副理事長の閉会のお礼のことばで20時30分に盛会
裡に幕を閉じました。

組合行事（各府県賀詞交歓会）●  

滋　賀

（来賓ご祝辞）滋賀県　防災危機
管理監 藤田 喜世隆 様

（来賓ご祝辞）滋賀県議会　
議長 岩佐 弘明 様

（来賓ご祝辞）関西電力送配電㈱ 滋賀支社 
電力本部長 岡本 年秀 様

（ 開 会 挨 拶 ） 鹿 野 敏 夫 理 事 長

賀詞交歓会の様子賀詞交歓会の様子

令和５年 『新春賀詞交歓会』開催！！
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　去る１月27日（金）ホテルグランヴィア和歌山に
於いて定例理事会、政治連盟評議員会終了後、午後
６時より山本副理事長の司会進行で新春懇親会を開
催しました。来賓14名と当工組役員、職員あわせて
35名が参集しました。
　冒頭、谷本理事長の挨拶で「新型コロナウイルス
禍と長引くロシアによるウクライナ侵攻の影響で
我々の業界は、電設資材の高騰と半導体不足が深刻
な問題となっております。しかし、後ろ向きなこと
ばかり言ってられません。政府は2050年までに温室
効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボン
ニュートラルを目指すことを宣言しました。ＥＶは
急速に普及すると思われます。それに伴い充電ス

テーションと各住宅の充電設備装置工事の受注が増
加すると考えられます。組合として出来る新しい事
業の改革を、力をあわせて進めていかなければなり
ません」と関係各位に向けて述べました。
　次に和歌山県危機管理監　福田充宏様、当組合顧
問の県議会議員　山下直也様からご祝辞をいただ
き、続いて関西電気保安協会　和歌山支店長　松原
吉平様のご発声により一同、乾杯の唱和をしました。
　和やかな雰囲気で懇談の輪が広がる中、時間は瞬
く間に過ぎ、今年の干支であるうさぎに例え、皆様
が一層飛躍の年であることを祈念して、野井副理事
長の閉会挨拶と『一本締め』で明るく締めくくられ、
新春懇親会は盛会裏に終わりました。

和歌山 令 和 ５ 年  新 春 懇 親 会

●組合行事（各府県賀詞交歓会）

谷 本 理 事 長 　 開 会 挨 拶

乾杯のご発声　関西電気保安協会 和歌山支店長 松原 吉平 様 野井副理事長　閉会挨拶
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●ニューリーダーの思い　
　大阪府電気工事組合青年部副部長の小寺です。
　今回、私は普段から特に心掛けていることを３つお話
したいと思います。
　１つめは、「仕事とプライベートの両方を充実させる
ことが重要」ということです。
　私は、長年にわたり座右の銘に「公私ともに躍動感」
を掲げており、端的に申し上げますと「仕事（青年部活
動等含む）と家庭・自分自身の時間の両方を充実させ躍
動を体感する」ことです。仕事は人生の中でも非常に重
要で、特に役員・経営者は仕事の比重が高くなります。
しかし、家庭や自身の時間をないがしろにしてもメンタ
ル面が充実せずいい日々を送れません。反対に家庭や自
身に比重を置きすぎても自身が社会の中で成長する機会
が減ってしまいます。大変難しいことですがこの両方を
充実させるために日々計画と予定をたてて、日々を過ご
す事が重要だと考えております。
　２つめは、企業や組織の大きな飛躍には人材のダイ
バーシティ（多様性）化が重要なことです。私の会社で

は特に経験者採用が重要であると考えております。これ
は自社・自分とは異なる経験・知識をもった方が今まで
培ってきた良い事例を積極的に組織内に取り入れていく
ことにより、大きな飛躍につながると考えております。
　３つめは「社会や環境は日々変わる」ということです。
　コロナ禍も今年で３年目となり、難しい日々が続きま
すが、当初と比べて社会的な制限などが大幅に緩和され
たほか、５月８日に２類から５類への移行が本格検討さ
れたとの報道もございます。当青年部や各支部青年部で
もコロナ禍では多くの事業が中止となりましたが、令和
５年度では社会的フェーズが大きく変わることもあり、
今年は様々な面において大きく前進すべき年であると考
えております。私も社内活動・青年部活動等をコロナ以
前かもしくはそれ以上のものを新しく積み上げていきた
いと考えております。
　最後になりましたが、業界・組合・青年部等にも貢献
できるよう精進してまいりますので、今後ともご支援賜
りますようお願い申し上げます。

ニューリーダー紹介ニューリーダー紹介

青 年 部 副 部 長 専 務
大阪府電気工事工業組合　  株式会社システム電気防災　　小寺　慶

ニューリーダー●  

●会社概要		 	 	
　弊社は平成17年にシステム電気防災を創業し、
平成26年に株式会社システム電気防災に組織変
更を行いました。主な事業は公共関係の電気設
備工事・消防施設工事等を行っております。ま
た当社グループ会社の株式会社ジャパンエレグ
ロスでは電気工事士技能試験の練習材料セット
の専門店「モズシリーズ」を運営しており、EC
サイト等を通じて全国の方に販売しております。

　会 社 概 要
会 社 名 株式会社システム電気防災
設 立 年 月 平成17年11月
会社所在地 大阪府堺市北区百舌鳥本町1丁36番地7

主な事業概要
電気設備工事（主に公共工事）
通信販売業（電気工事士技能試験の
練習材料セットの販売）

代 表 者 代表取締役　小寺　美智子
資 本 金 4,000万円
社 員 数 6名

プ ロ フ ィ ー ル
① 年齢 37歳
② 星座 うお座
③ 血液型 B型
④ 住所 大阪府堺市堺区
⑤ 家族構成 妻・長男
⑥ 趣味 野球観戦（阪神）
⑦ 家族へ一言 いつもありがとう。
⑧ 座右の銘

（または好きな言葉） 公私ともに躍動感
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●お知らせ

The Kansai Electric Power Co., Inc.
Kansai Transmission and Distribution,Inc.

電気工事店のみなさまへのお願い

お申込みから供給に必要な所要日数について
・下表のとおりとなります。
・弊社ホームページに３～４月（予定）に掲載いたします。

弊社ホームページの『インターネット低圧託送
工事申込（たくそう君）』画面の下部（赤枠
部分）に追加掲載いたします。
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お知らせ●  

The Kansai Electric Power Co., Inc.
Kansai Transmission and Distribution,Inc.

※営業日（土日祝祭日は含みません）

全てのお申込みにおいて標準送電日７営業日を確保した場合においても、接続供給開始希望
年月日 自 ～ 至 については４営業日以上の日数を確保してお申し込みください。

〔 例：申込同時竣工の場合 〕

＜接続供給開始希望日（工事日）を指定する場合＞

（火） （水） （木） （金） （木） （金） （土） （日） （月） （火）

営業日 営業日 営業日 営業日
（自） 営業日 土日祝は

営業日に含まず 営業日 営業日
（至）

「申込」の翌営業日から起算して 営業日目が標準送電日となります。

「竣工届提出・入金確認」の翌営業日から起算して５営業日目が標準送電日となります。
＜後日竣工の場合＞

＜申込同時竣工の場合＞

電気工事店のみなさまへのお願い

申込 受付 技術
検討 付託 送電

７営業日

・竣工届提出
・入金

・竣工届受領
・入金確認 付託 送電

５営業日

接続供給開始希望日

４営業日以上

標準送電日の取扱いについて
標準送電日とは以下のすべてに該当する場合の工事における所要日数を言います。
・弊社による現場調査がない。
・工事内容が架空引込み、計器工事のいずれかまたは両方の場合。

※標準送電日以外の取扱いにつきましては前頁をご参照ください。

申込
竣工届
提出

標準送電日７営業日以上確保

※営業日（土日祝祭日は含みません）
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●お知らせ

The Kansai Electric Power Co., Inc.
Kansai Transmission and Distribution,Inc.

弊社登録の『お知らせ情報』確認のお願い

【 お知らせ情報とは 】
○ インターネット低圧託送工事申込（以下より「たくそう君」と言います。）による
お申込みに対して、申込者さま（小売電気事業者さまや電気工事業者さ
ま）と弊社が「たくそう君」の中で情報連絡を行うツールです。

○ お知らせ情報は弊社だけが登録できるのではなく、申込者さまにおかれまして
も、弊社への連絡事項を登録・返信することができます。

【 電気工事業者さまへのお願い事項 】
○ 現在、弊社からの連絡事項は「たくそう君のお知らせ情報」だけではなく、大半
が電話連絡も併せて行っています。

○ 電話連絡を行うことにより、申込者さまの業務や作業を中断させてしまってい
る状況であります。

○ 以上も踏まえ、２０２３年６月１日（予定）より、お申込みの内容確認
や送電日の調整等に関する連絡手段については『お知らせ情報』のみとし、
基本的に電話での連絡は行わないため、ご確認していただきますようお願
いいたします。

「たくそう君」からお申込みしていない場合、『お知らせ情報』の表示等が異なります。
「たくそう君」の『お知らせ情報』と同様の機能を有していると思われるため、お申込み
を行ったシステムのマニュアル等をご確認してください。

■：未読 ■：既読

＜ 弊社登録のお知らせ情報の未読状況 ＞

 年 月中に弊社が登録した
『お知らせ情報』に対する未読率です。

● 全体の３割は弊社が登録した『お知らせ情報』
を確認して頂けていない状況です。

件

件
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お知らせ●  

0

Kansai Transmission and Distribution,Inc.

現在 :任意項目
変更後:新設の太陽光申込の場合のみ必須
 供給側を申請される電気工事店さまと系統連系申請をされる電気工事店さまが異なる場合には、事前に供給側の申込番号を

確認いただいてから申込いただきますようお願いいたします。

たくそう君項目追加・必須化について

現在 :「口座情報」・「別途申込」の選択式
変更後:「口座情報」の入力必須（※「別途申込」の廃止）
 お客さまの口座情報を確認いただいた上で、お申込みいただきますようお願いいたします。

青枠内削除

③口座情報

 2023年10月より開始されるインボイス制度や、電気工事店さまの負担軽減を
図るため、系統連系申請における一部項目追加や項目の必須化を行います。

下記変更は2023年３月26日より申請分からとなります。

変更箇所 変更前 変更後

① インボイス制度欄 ー 新設

② 供給側申込番号 任意 必須

③ 口座情報 任意 必須

追加

①インボイス制度欄の追加 ＜選択項目＞
・課税対象事業者
・免税対象事業者
・事業者に該当しない

＜選択項目＞
・適格請求書発行事業者
・非適格請求書発行事業
者

②供給側申込番号
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ひ
ろ
ば 我 が 町  亀 岡 の 紹 介

京都府電気工事工業組合　副理事長　前　平　貞　二

亀岡花火大会のベストポジション
「ブランコ公園」

亀岡駅北側には、瀟洒なホテルが。

スタジアム外には、

　３×３バスケットコート

　　　も設置されています。

京都サンガFCのホームスタジアム
 平成31年度に完成の
　「サンガスタジアム by KYOCERA」
　収容人数は約21,600人
スタジアム内には、
　スポーツクライミング・ｅスポーツ他
　楽しめる施設が充実しています。

スタジアム東側には、スケートボード及びフットサルコート
を工事中で来年4月頃使用可能です。
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委員長
委　員（大　阪）
委　員（京　都）
委　員（兵　庫）
委　員（奈　良）
委　員（滋　賀）
委　員（和歌山）

髙津　　昇
小森　敏鑑
森川　賢悟
坂元　宣之
枡田　幸�
藤本　一矢
吉川　幸夫

でんせつ編集委員会

発行部数 6,040部　　年４回（１･４･８･11月）発行

発行日／２０２３年４月　　第２０９号
発　行／関西電気工事工業会（２府４県）
　　　　大阪市北区本庄東２丁目３番38号
            TEL 06（6371）5534･FAX 06（6371）2338
発行人／橋詰　源治　　事務局　藤澤　幸夫

亀岡駅

亀岡
市役所

JR 山陰本線

サンガ
スタジアム
by KYOCERA

サンロイヤル
ホテル

亀岡運動公園

夢コスモス園

かめプー
フィッシング

パーク

平和台公園

亀山城址

遊びの丘
医王谷
野球場

城西
小学校

南桑中学校

亀岡高校
亀岡中学校

亀岡IC

犬
飼
川

山
内
川

曽我谷川

西山池

古池

大堰川

中山池
五反田池

478

478

9

372

372

405

402
405

407 406

402

6

402

402

25

「かめプー フィッシングパーク」
    夏はプール、冬はニジマス釣り
 が楽しめます。

工事中の「運動公園競技場 ナイター照明」

ちなみにクレーン車は110ｔ。

高所タワー車はフィンランドの車輛です。

まだまだ、
亀岡には他にも見どころ
がたくさんあります。
今後益々、楽しい街に
なっていくでしょう。
皆さんもまたカメオカに
遊びに来て下さい。
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